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保証について

本器の保証期間は納入後１年間です．この期間内に通常の使用条件で故障が生じた場合，弊社またはお買い上
げいただいた販売店までご連絡ください．無償で修理または新品交換をさせていただきます．なお，分解，改
造または通常でない状態での使用をされた場合の保証はご容赦いただきます．
故障修理をご依頼される際には，必ず不具合の内容を具体的にお知らせ下さるようお願い申しあげます．
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１．製品が届きましたら

ご注文の形名コードと一致した製品が納入されていることをご確認下さい。

型式名 ＷＳＭＴ－ＦＤＺ－ － － － －

基本レンジ区分 オプション 単位
入 01 ＤＣ±１０ì・fs ～±１００ì・fs 設 X シリアル通信ボートなし 10 Ａ
02 ＤＣ±１００ì・fs～±１Ｖ・fs 定 A シリアル通信ボード付き 11 

力 03 ＤＣ±１Ｖ・fs ～±１０Ｖ・fs 12 ℃
04 ＤＣ±２í・fs ～±２０í・fs 13 ä

入力信号 入力抵抗 14 ä/㎡
10 ＤＣ０ ～ １０ì １ＭΩ 15 Hz

出力信号 許容負荷抵抗 11 ＤＣ０ ～１００ì １ＭΩ 16 ㎏
X アナログ信号無し 12 ＤＣ０ ～ １Ｖ １ＭΩ 17 ㎏f
A ＤＣ４ ～ ２０í ７５０Ω以下 13 ＤＣ０ ～ ５Ｖ １ＭΩ 単 18 kV
B ＤＣ１ ～ ５í ３ＫΩ以下 初 14 ＤＣ１ ～ ５Ｖ １ＭΩ 19 kW

出 C ＤＣ２ ～ １０í １.５ＫΩ以下 15 ＤＣ０ ～ １０Ｖ １ＭΩ 20 ㎞/h
D ＤＣ０ ～ １í １５ＫΩ以下 16 ＤＣ０ ～ ５０ì １ＭΩ 21 ㎏/á
E ＤＣ０ ～ １０í １.５ＫΩ以下 17 ＤＣ０ ～ ６０ì １ＭΩ 22 ㎏f/á

力 F ＤＣ０ ～ １６í ９３７Ω以下 期 20 ＤＣ ± １０ì １ＭΩ 位 23 ㎏/áG
G ＤＣ０ ～ ２０í ７５０Ω以下 21 ＤＣ ± ５０ì １ＭΩ 24 ç
H ＤＣ１ ～ ５Ｖ ２.５ＫΩ以上 22 ＤＣ ±１００ì １ＭΩ 25 ç/Ö

信 J ＤＣ０ ～ １０ì １０ＫΩ以上 23 ＤＣ ± １Ｖ １ＭΩ 26 ｍ
K ＤＣ０ ～１００ì １００ＫΩ以上 設 24 ＤＣ ± ５Ｖ １ＭΩ 27 â
L ＤＣ０ ～ １Ｖ ５００Ω以上 25 ＤＣ ± １０Ｖ １ＭΩ 記 28 â/h

号 N ＤＣ０ ～ ５Ｖ ２.５ＫΩ以上 32 ＤＣ０ ～ ２í ５０Ω 29 í
P ＤＣ０ ～ １０Ｖ ５ＫΩ以上 33 ＤＣ０ ～ １０í ５０Ω 30 
R ＤＣ ± １０Ｖ ５ＫΩ以上 定 34 ＤＣ０ ～ １６í ５０Ω 31 ì
S 上記以外 電圧出力１０Ｖ以下 35 ＤＣ０ ～ ２０í ５０Ω 32 

（御指定） 電流出力２０í以下 36 ＤＣ４ ～ ２０í ５０Ω 号 33 ㎜
41 ＤＣ ± ２０í ５０Ω 34 m/Ö
99 上記以外（ご相談下さい） 35 ㎜õ

電源電圧 36 Pa
電 1 ＡＣ８５～２６４Ｖ 37 ppm
源 9 上記以外（御相談下さい） センサー電源 38 ó

A ＤＣ１２Ｖ ８０í 39 rpm
B ＤＣ２４Ｖ ４０í 40 t

41 Torr
42 Ｖ

比較出力 43 
X なし 44 Ｗ
A リレー出力(4点 1a) 45 x10rpm
B リレー出力(2点 1ab) 46 ％

付属品 C オープンコレクタ出力(NPN,4点) 99 上記
D オープンコレクタ出力(NPN,2点) 以外

次のものが揃っていることをご確認下さい

ＷＳＭＴ本体 ・・・・・・・・ １台
取り付け金具 ・・・・・・・・ １組（２個）
取扱説明書・・・・・・・・・・ １冊
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２．取り付けについて

１．設置場所 ３．配線について
①機械的振動のないところ ①入力回路の配線は特にノイズが混入しないよう
②腐食性ガスのないところ にして下さい。
③温度変化が少ないところ ②ノイズが混入する恐れがある場合には、入出力
④電磁界の影響のないところ 線をよじるかシールド線を使用することをおす
⑤水がかからないところ すめします。
を選んで設置して下さい。

４．ウォームアップについて
２．取り付け方法 電源投入と同時に動作しますが、性能を満足する

①パネル前面から本器を差し込んで下さい。 まで約３０分間かかります。
②パネルへ付属の取付け金具で取付けて下さい。
取付けの際、ネジの締付けすぎないようにし
て下さい。（３５ｃＮ・ｍ以下）

３．パネル部名称と機能

No 名 称 機 能

１ 操作キー 各機能の使い方をご覧下さい。

２ 単位名称 単位記号のシールをお確かめ下さい。

３ 比較出力表示 比較の出力状態を表示します。
現在値、ピーク値、ボトム値の表示モードの時は、現在の比較状態を表示し
、それ以外のモードでは消灯状態になります。

４ ＰＶ表示部 現在値のほか、ピーク値、ボトム値、比較値、設定時のパラメータを表示す
るメイン表示部です。現在値がスケールオーバーした時は、"－－－－－"
を点滅表示します。

５ ターミナルジャック 電子手帳ＰＡ－９５００／９５５０／９６００／９７００（シャープ製）と
接続する通信ケーブルを差し込みます。（オプション）

６ ＳＶ表示部 ＰＶ表示部に現在値を表示している時は、比較データのバンクＮｏを表示し
ています。また、各パラメータの設定を行っている時は、補助ステータスを
表示します。 ※詳細は各機能の使い方をご覧下さい。
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４．各機能の使い方

４－１ パネルスイッチの機能

CHG ・・・ピーク値、ボトム値の表示、または、クリアーを行います。
ALM ・・・上上限／上限／下限／下下限値の表示／変更、または、比較バンクＮｏの変更を行います。
MODE ・・・運転表示よりパラメータ設定モードへ、パラメータ設定モードより運転表示へ、または、

パラメータ設定モード時に次の設定モードへの切り換えを行います。
 ・・・データ変更時、変更桁の移動を行います。
 ・・・データの変更を行います。 詳細はデータ設定方法をご覧下さい。
SET ・・・データの変更を確定します。
DATA ・・・データ設定時、次のデータ設定に移ります。（データ変更中に押した場合、変更した内容は

キャンセルされます）

４－２ データ設定方法

データの設定は、数字データの場合とパターンデータの場合があります。
パターンデータの場合は、  キーによりパターンデータが変更されます。数字データの場合は  、 
キーにより変更を行います。以下にその例を示します。

・数字データ変更例

 を  に変更します。は現在変更を行っている桁の位置を示します。（点滅）

①  キーを押します。（変更桁移動） 
②  キーを押します。（変更桁移動） 
③  キーを６回押します。（データ変更） 
④ SET キーを押し、データを確定します。

*  キーの桁移動は、最下位桁まで移動した場合、最上位桁にもどります。
**  キーによるデータの変更は、現在表示されているデータに＋１した値になります。９まで行った場
合は、０データになります。また、データの種類により最上位桁の変更を行っている場合、－（マイナ
ス）データの設定ができます。

*** ④で DATA キーを押すと、変更した内容はキャンセルされ、次のデータ設定に移ります。

・パターンデータ変更例

 bpsを  bpsに変更します。

①  キーを押します。 
②  キーを押します。 
③ SET キーを押し、データを確定します。

* ③で DATA キーを押すと、変更した内容はキャンセルされ、次のデータ設定に移ります。
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４－３ 運転フロー

運転画面

MODE を押す CHG を押す ALM を押す ALM を押す
（３秒） （１秒）

セットアップ ピーク値、ボトム値 比較値表示／変更 比較バンク変更
パラメータ 表示／クリア

（４ページ参照） （１２ページ参照） （１３ページ参照） （１２ページ参照）

＊セットアップパラメータ設定時は、出力状態は保持され変動しません。（比較出力は除く）

４－４ セットアップパラメータ

セットアップパラメータは、９のモードに分かれています。

MODE キーによるモードの遷移

運転画面

MODE （２秒）

1. 入力レンジ設定 （）

2. スケール設定 （）

3. 表示パラメータ設定（ ）

4. ディレイ設定 （）

5. 模擬出力 （ ）

6. その他 （ ）

7. 出力校正 （ ）

8. 平均カウント設定 （ ）

9. テスト （ ）

モード名称（５桁表示）

* どの設定位置からでも MODE キーを２秒間押すと、運転画面に移ります。
** どの設定位置からでも MODE キーを押すと、次の設定モードに移ります。
注意！ 変更したデータを SET キーにより確定しないでモードを変更した場合、または、運転画面に移っ

た場合、変更したデータはキャンセルされます。

※以下に示す表のＡ／Ｐ欄の"Ａ"は数字入力データ、"Ｐ"はパターンデータを示します。また、ＰＶ表示部
のデータは工場出荷時の値を表わしています。
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・入力レンジ

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 入力レンジ設定モード名称
ＸＸＸＸＸ ＹＹ 入力レンジを選択します。※変更した場合、入力レンジ最低 Ｐ ﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀ

値／最高値は選択した値に初期化されます。
ＸＸＸＸＸ ＹＹ 入力レンジ最低値を設定します。 Ａ 基本コードに

より異なります
ＸＸＸＸＸ ＹＹ 入力レンジ最高値を設定します。 Ａ 基本コードに

より異なります
  サンプリング時間を設定します。 Ｐ ﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀ

２０６、８６、７２、４６、４０、２６、１４、１０，８
ﾐﾘ秒のいずれから選択します。

* "ＹＹ"の表示は単位を意味します。"" はＶを、""はｍＶを、""はｍＡを意味します。
** 入力レンジ選択時、±表現は"-XXX"で表示します。（以下の表で１０００は０～１０００を示します）

入力レンジ設定時のＰＶ表示内容

表示 単位 変更時の範囲 表示 単位 変更時の範囲 表示 単位 変更時の範囲
１ 0- 10 mV -100.00～ 100.00 ３ -1 V -10.000～ 10.000 ４ 4- 20 mA -20.000～ 20.000
１ 0- 50 " " ３ 0- 5 " " ４ -20 " "
１ 0- 60 " " ３ 1- 5 " "
１ 0-100 " " ３ 0- 10 " "
１ -10 " " ３ -5 " "
１ -50 " " ３ -10 " "
１ -100 " " ４ 0- 2 mA -20.000～ 20.000
２ 0-500 " -1000.0～ 1000.0 ４ 0- 10 " "
２ 1000 " " ４ 0- 16 " "
２ -500 " " ４ 0- 20 " "

基本レンジ区分コード
（ご注文時指示されたコードです）



DATA

ＸＸＸＸＸ 入力レンジを設定します。
YY

SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

ＸＸＸＸＸ 入力レンジ最低値を設定します。
=Y
Y 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

ＸＸＸＸＸ 入力レンジ最高値を設定します。
:YY

SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 サンプリング時間を設定します。
B
@ 変更確定、
=

SET DATA モード表示（または、変更キャンセル）
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・スケール設定

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 スケール設定モード名称
  スケール下限値を設定します。 Ａ -30000～30000
  スケール上限値を設定します。 Ａ -30000～30000
  小数点の位置を設定します。 Ｐ ﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀ

 キーを押して、小数点位置を選択します。



DATA

 スケール下限値の設定
B6
= 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 スケール上限値の設定
B6:

SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 小数点位置の設定


SET 変更確定、 DATA モード表示（または、変更キャンセル）

* "スケール下限値 ＞ スケール上限値"を設定した場合、下記に示す範囲で設定して下さい。範囲外で
設定すると表示内容は不確定になります。

スケール下限値 － スケール上限値 ≦ ３００００（絶対値）
** スケール上下限の設定範囲は小数点位置により異なります。
±３.００００～±３００００

・表示パラメータ

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 表示パラメータ設定モード名称
  表示速度の設定をします。 Ａ 0.1～25.5秒
  表示の最下位桁を"０"固定にします。 Ｐ ON / OFF
  ホールドの種別を設定します。 Ｐ ﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀ

 キーを押して、ホールド種別を選択します。
・ホールド処理を行いません（ＰＶ表示：）
・サンプリングホールド （ ” ：）
・ピークホールド （ ” ：）
・ボトムホールド （ ” ：）
・ピークtoピークホールド （ ” ：）
・０リセット （ ” ：）
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DATA

 表示速度の設定
7B
B 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 表示の最下位桁"０"固定設定
7B
* 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 ホールド種別の設定
7B:

SET 変更確定、 DATA モード表示（または、変更キャンセル）

・サンプリングホールド ・ピークホールド
ホールド入力がＯＮになった時のデータを、ホール ホールド入力がＯＮの間、サンプリングしたデータ
ド入力がＯＦＦになるまで保持します。 の最大値をホールドします。

・ボトムホールド ・ピークTOピークホールド
ホールド入力がＯＮの間、サンプリングしたデータ ホールド入力がＯＮの間、サンプリングしたデータ
の最小値をホールドします。 のピークTOピーク（最大値－最小値）を保持します。

・０リセット
ホールド入力をＯＮにすると、ＺＥＲＯ入力が入った時の入力値に対する値に０（ゼロ）にシフトします。

* ホールド入力をＯＮにするには、ＷＳＭＴ本体の裏面端子⑤⑥を短絡します。
** すべてのホールド種別に対してホールド入力ＯＮの間は、表示・比較出力・アナログ出力および通信データ
出力はホールド動作（上記出力波形）に応じた処理になります。

*** ホールド動作開始遅延時間は最大１４ﾐﾘ秒です。
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・ディレイ設定

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 ディレイ設定モード名称

  ヒステリシスのカウントを設定します。 Ａ 0～999ｶｳﾝﾄ
  比較出力ＯＮ時のディレイを設定します。 Ａ 0～2.55秒
  比較出力ＯＦＦ時のディレイを設定します。 Ａ 0～2.55秒



DATA

 ヒステリシスのカウント設定
:F
B 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

. 比較出力ＯＮディレイの設定
>
7 変更確定、

SET DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

. 比較出力ＯＦＦディレイの設定
 9
7 変更確定、

SET DATA モード表示（または、変更キャンセル）

・ヒステリシス設定時の動作

* ヒステリシスはＨＨ、Ｈ、Ｌ、ＬＬすべてに対して同じ値で動作します。
・模擬出力

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 模擬出力モード名称

ＸＸＸＸＸ ＹＹ 模擬出力値を設定します。 Ａ 出力範囲により
異なります

* "ＹＹ"の表示は単位を意味します。"" はＶを、""はｍＶを、""はｍＡを意味します。

出力範囲 模擬出力設定範囲 出力範囲 模擬出力設定範囲 出力範囲 模擬出力設定範囲
4 ～ 20mA 04.000 ～ 20.000 0 ～ 16mA 00.000 ～ 16.000 0 ～ 1V 00.000 ～ 01.000
1 ～ 5mA 01.000 ～ 05.000 0 ～ 20mA 00.000 ～ 20.000 0 ～ 5V 00.000 ～ 05.000
2 ～ 10mA 02.000 ～ 10.000 1 ～ 5V 01.000 ～ 05.000 0 ～ 10V 00.000 ～ 10.000
0 ～ 1mA 00.000 ～ 01.000 0 ～ 10mV 00.000 ～ 10.000 ±10V -10.000 ～ 10.000
0 ～ 10mA 00.000 ～ 10.000 0 ～100mV 000.00 ～ 100.00



DATA

ＸＸＸＸＸ 模擬出力値の設定をします。
YY

SET 模擬出力、 DATA 模擬出力設定キャンセル
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・その他

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 その他設定モード名称 ﾊﾟﾀｰﾝﾃﾞｰﾀ

  通信ボーレートの設定をします。１２００、２４００、 Ｐ
４８００、９６００bpsのいずれから選択します。

  通信チェックにサム値を使用するか設定します。 Ａ ON / OFF
  電源ＯＮ時のディレイを設定します。電源を入れてもスケー Ａ 00.0～25.5秒

ル表示、アナログ出力、比較出力を行いません。
Ｘ  基本コード（ご注文時に指示された基本コードを表示します

変更はできません）
ＸＸＸＸＸ ＹＹ 出力範囲（ご注文時に指示された出力範囲を表示します。

変更はできません）
  SET キーを１秒間押すと、リニアライズデータの初期化を

行います。
No1:-15% No6:20% No11:45% No16:70% No21:95%
No2:00% No7:25% No12:50% No17:75% No22:100%
No3:05% No8:30% No13:55% No18:80% No23:115%
No4:10% No9:35% No14:60% No19:85%
No5:15% No10:40% No15:65% No20:90%

* "ＹＹ"の表示は単位を意味します。"" はＶを、""はｍＶを、""はｍＡを意味します。



DATA

 通信ボーレートの選択をします。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 通信サムチェックの指定をします。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 電源ＯＮ時のディレイを設定します。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

Ｘ 基本コードを表示します。


DATA 次の設定

ＸＸＸＸＸ 出力範囲を表示します。
YY

DATA 次の設定

 リニアライズデータの初期化をします。

> （１秒）リニアライズデータ初期化、

SET DATA モード表示
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・出力校正
注意！ 工場出荷時に校正は済んでいます。出力のＺＥＲＯ／ＳＰＡＮがあわなくなった時、行って下さい。
ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 出力校正モード名称
ＸＸＸＸ ？ 出力のＺＥＲＯ調整を行います。出力をＺＥＲＯにしたい入 -2000～2000

力値を設定しておきます。出力値を監視しながらデータの設 Ａ
定をして下さい。

ＸＸＸＸ ？ 出力のＳＰＡＮ調整を行います。出力をＳＰＡＮにしたい入 -2000～2000
力値を設定しておきます。出力値を監視しながらデータの設 Ａ
定をして下さい。

* データの設定方法は、  キーで行いますが、  キーでデータを＋するか、－するかの指定ができま
す。ＰＶ表示ステータスの最上位桁が""を表示している場合は、  キーによりデータがマイナスさ
れ、無表示の時はプラスされます。



DATA

ＸＸＸＸ 出力ＺＥＲＯ調整データを設定します。
?
= 設定、

SET DATA 次の設定（または、設定キャンセル）

ＸＸＸＸ 出力ＳＰＡＮ調整データを設定します。
?:

SET 設定、 DATA モード表示（または、設定キャンセル）

・平均カウント

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 平均カウント設定モード名称

  平均カウントの設定をします。 1～9999回
  比較値判定を平均値でするか、現在値でするかを選択します Ｐ ON / OFF
  出力処理を平均値で行うか、現在値で行うかを選択します。 Ｐ ON / OFF
  通信で送信するデータは平均値か、現在値かを選択します。 Ｐ ON / OFF

* ""は平均値を使用します。



DATA

 平均カウントの設定をします。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 比較判定データは、平均値を使用するかを設定します。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 出力処理は、平均値を使用するかを設定します。


SET 変更確定、 DATA 次の設定（または、変更キャンセル）

 通信データは、平均値を使用するかを設定します。


SET 変更確定、 DATA モード表示（または、変更キャンセル）
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・テスト

ＰＶ表示 SV表示 パラメータの内容 Ａ／Ｐ 設定範囲
 テストモード名称

  ＲＳ－２３２Ｃのテストをします。
ＸＸＸＸＸ  現在のＡ／Ｄ値（生データ）を表示します。

Ｘ  押されたＳＷを番号で表示します。
１＝ CHG 、２＝ ALM 、４＝  、５＝  、６＝ SET
７＝ホールド端子（裏面端子⑤⑥短絡）

ＸＸＸＸＸ ＸＸＸ ０.５秒間隔で表示値が変化し、小数点位置と各ＬＥＤがシフ
トします。



DATA

 ＲＳ－２３２Ｃテストをします。
-.-

DATA 次のテスト、 SET テスト開始

ＸＸＸＸＸ 現在のＡ／Ｄ値を表示します。
4

7 次のテスト
DATA

Ｘ 押されたＳＷの番号を表示します。
>
@ 次のテスト

DATA

ＸＸＸＸＸ ０.５秒間隔で表示値が変化し、小数点位置と各ＬＥＤがシフトします
XXX

DATA モード表示

・ＲＳ－２３２Ｃテスト、フローチャート


-.-

SET

ｎｏ
正常終了

ｙｅｓ

 制御 ｎｏ
信号線異常

データ異常です
ｙｅｓ

 

* テストの前にループバックの配線を行って下さい。
ＳＤ－ＲＤ、ＲＴＳ－ＣＴＳ、ＤＳＲ－ＤＴＲを配線して下さい。
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４－５ ピーク値、ボトム値 表示／クリア

運転画面 現在までのピーク値、ボトム値の表示を行います。また、クリアは現在の入力
値をピーク値、または、ボトム値にセットします。

CHG ※電源を切ると内容はクリアされます。

 ピーク値を表示します。


DATA
（１秒）

CHG  現在の入力値をピーク値とします。

CHG

 ボトム値を表示します。


DATA
（１秒）

CHG  現在の入力値をボトム値とします。

CHG

運転画面

４－６ 比較バンク変更

運転画面 比較するデータを８種類持っています。ここで、どの比較データを使用するか設定
します。 ※工場出荷時、８種類のデータはすべて同じ内容になっています。

ALM （１秒） （上上限値 :8000、上限値:6000、下限値:4000、下下限値:2000）

 現在使用されている比較バンクＮｏを表示します。


DATA

ALM  比較バンクＮｏの変更をします。（範囲:1～8）

SET データ確定
ALM 変更キャンセル

運転画面
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４－７ 比較値 表示／変更

運転画面 現在使用されている比較データの表示／変更をします。

ALM

 上上限値を表示します。（"X"は現在使用中の比較バンクＮｏを表わします）
X::

DATA

ALM  上上限値を変更します。（範囲:-30000～30000）
※ DATA を１秒間押すことにより、現在の入力値を使用して変更で
きます。

SET データ確定
ALM 変更キャンセル

 上限値を表示します。（"X"は現在使用中の比較バンクＮｏを表わします）
X :

DATA

ALM  上限値を変更します。（範囲:-30000～30000）
※ DATA を１秒間押すことにより、現在の入力値を使用して変更で
きます。

SET データ確定
ALM 変更キャンセル

 下限値を表示します。（"X"は現在使用中の比較バンクＮｏを表わします）
X
=

DATA

ALM  下限値を変更します。（範囲:-30000～30000）
※ DATA を１秒間押すことにより、現在の入力値を使用して変更で
きます。

SET データ確定
ALM 変更キャンセル

 下下限値を表示します。（"X"は現在使用中の比較バンクＮｏを表わします）
X=
=

DATA

ALM  下下限値を変更します。（範囲:-30000～30000）
※ DATA を１秒間押すことにより、現在の入力値を使用して変更で
きます。

SET データ確定
ALM 変更キャンセル

運転画面

* 比較値の設定範囲は、小数点位置により異なります。±３.００００～±３００００
また、設定後は電源を１度切って下さい。

** 比較出力２点でご購入された場合は、上限、下限のみの比較値の表示／変更となります。
*** 比較出力なしでご購入された場合は、比較値の表示／変更は出来ません。
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５．その他の機能

以下のオプション製品をご購入いただくと、（１）～（５）の機能を使用することができます。
・シリアル通信ボード ：ＷＳＭＴ－ＳＩ０１（通信ボード付きＷＳＭＴ形コンバートメータリレー

をご使用の方は必要ありません）
・前面パネル通信ケーブル ：ＷＳＭＴ－ＣＡ０１
・電子手帳用 設定記録カード：ＷＳＭＴ－ＨＴ０１または、ＷＳＭＴ－ＨＴ０２
・電子手帳用 通信ケーブル ：ＣＥ－１５０ＴＳ（シャープ製）
・ＲＳ－２３２Ｃケーブル ：ＫＰ－ＲＳ２３２Ｒ(関西電機製）

（１）電子手帳ＰＡ９５００／９５５０／９６００／９７００（シャープ製）から、簡単にパラメータの
一括設定ができます。

（２）グラフを表示しながらデータを蓄積することができます。（サンプリング：１～９９９９秒、
蓄積データ件数：ＷＳＭＴ－ＨＴ０１（１５０件）、ＷＳＭＴ－ＨＴ０２（２０００件）

（３）蓄積したデータより、グラフ表示ができます。
（４）蓄積したデータをパソコンに転送することができます。
（５）現在値をパソコンに送ることができます。

* パネル面のターミナルジャックから電子手帳と接続する場合は、ＷＳＭＴ－ＣＡ０１と、ＣＥ－１５０
ＴＳ（シャープ製）が必要です。
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６．通信仕様

・通信方式 ：非同期シリアル通信（ＲＳ－２３２Ｃ準拠）、半二重
・通信同期方式 ：調歩同期式（スタートビット＝１ビット、ストップビット＝１ビット、

データビット＝８ビット）
・パリティビット ：なし、サムチェック有／無の選択
・ボーレート ：１２００、２４００、４８００、９６００ｂｐｓ
・プロトコル ：ポーリング方式
・データフォーマット（ＡＳＣＩＩデータ）
例） サム値
ポーリングデータ ＲＤ，Ｉ，Ｃ９，ＣＲ

サム値計算対象データ
サム値

応答データ ＲＤ，Ｉ，２７１０，Ｄ３，ＣＲ
サム値計算対象データ

* 上記例のポーリングデータは、現在値要求データです（他にも要求データ等がありますが、詳細について
はお問い合わせください）。

* サム値＝総和値の２の補数（下２桁のＨＥＸコード）
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７．外形寸法
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８．配線の仕方

・ ＲＳ－２３２Ｃ（Ｄ－ＳＵＢ ２５ピン）コネクター（オプション）

ピン番号 信 号 名
２ ＳＤ
３ ＲＤ
４ ＲＴＳ
５ ＣＴＳ
６ ＤＳＲ

２０ ＤＴＲ
７ ＳＧ
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９．製品仕様

入 出 力 仕 様
入 力 信 号 直流電圧、直流電流
出 力 信 号 直流電圧、直流電流

性 能
基 本 精 度 入力精度（サンプリング時間：精度）

８mSec ：２％fs、 １０mSec：０.８％fs 、 ２６mSec：０.１５％fs、
４６mSec：０.０８％fs、８６mSec：０.０６％fs、２０６mSec：０.０３％fs

表示 ：入力精度×（スケール範囲÷１００００）±１digit
アナログ出力：入力精度±０.０５％fs

応 答 時 間 アナログ出力：１６mSec ～ ２１４mSec（８mSec＋入力サンプリング時間）
比較出力 ：１１mSec ～ ２０９mSec（３mSec＋入力サンプリング時間）
表示 ：１０８mSec ～ ２５Sec（表示速度＋入力サンプリング時間）

通 信 非同期シリアル通信（ＲＳ－２３２Ｃ準拠）
半二重、調歩同期式（スタートビット：１ビット、データビット：８ビット、
ストップビット：１ビット）
パリティビット：なし、サムチェック：有／無の選択
ボーレート ：１２００、２４００、４８００、９６００bps
プロトコル ：無手順

周囲温度の影響 入力：１０℃の温度変化に対して±０.０５％ｆｓ
出力：(入力に対する囲温度の影響）＋（１０℃の温度変化に対して±０.１％ｆｓ）

アイソレ－ション 入力－アナログ出力－比較出力－電源間（４ポ－ト完全絶縁）
絶 縁 抵 抗 入力－アナログ出力端子－比較出力－電源端子相互

ＤＣ５００Ｖメガー １００ＭΩ以上
絶 縁 耐 圧 入力－アナログ出力端子－比較出力－電源端子相互

ＡＣ２０００Ｖ １分間
Ａ／Ｄ変換方式 ΔΣ変換方式
入 力 分 解 能 １６ｂｉｔ（６５５３６）
サンプリング時間 ８mSec、１０mSec、１４mSec、２６mSec、４０mSec、４６mSec、７２mSec、８６mSec、

２０６mSec
アナログ出力分解能 １２ｂｉｔ（４０９６）
比較出力 ・リレー接点出力 ：４点１ａ、２点１ａｂ

リレー接点容量：１２５ＶＡ（２５０Ｖ ＡＣ）、６０Ｗ（３０Ｖ ＤＣ）
・トランジスタ（オープンコレクタ絶縁）出力
定格負荷電圧 ：２４Ｖ
最大負荷電流 ：５０í
飽和電圧 ：１Ｖ（負荷電流５０í時）

ホールド信号定格 入力電圧：無電圧接点入力
入力電流：１０ｍＡ
動作電圧：ＯＮ＝１.５Ｖ以下、ＯＦＦ＝３Ｖ以上

ノイズ除去比 ＣＭＲＲ（コモン）１００ｄｂ以下、ＮＭＲＲ（ノーマル）５０ｄｂ以下
表 示 機 能
表 示 内 容 測定値、設定値、比較ステータスランプ（５個）
測定・設定値表示 ５桁＋３桁７セグメントＬＥＤ（赤）＋極牲

設 定 可 変 仕 様
入力レンジ 基本レンジの範囲内で任意設定

基本レンジコード ０１：±１００ì
０２：±１Ｖ
０３：±１０Ｖ
０４：±２０í

配 置 仕 様
電 源 ＡＣ８５～ＡＣ２６４Ｖ （５０／６０Ｈｚ）
センサー電源 ＤＣ１２Ｖ（８０í） または ＤＣ２４Ｖ（４０í）
消 費 電 力 １０ＶＡ以下
使用温度範囲 －５ ～ ＋５５℃
使用湿度範囲 ９０％ＲＨ以下（比結露、比氷結）
ウオームアップ ３０分以上
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付録 セットアップパラメータ一覧（１）

記 号 内 容 設 定 範 囲 工場出荷時値 お客様設定値 解説ﾍﾟｰｼﾞ
  入力レンジ範囲（単位：Ｖ） 基本レンジコードに 1:0-10 mV ５
 ” （単位：ｍＶ） より異なります。 2:0-500 mV
 ” （単位：ｍＡ） 3:±1 V

” 4:0-2 mA
基本レンジコード

  入力レンジ最低（単位：Ｖ） 基本レンジコードに ご注文時に ５
 ” （単位：ｍＶ） より異なります。 指定された値
 ” （単位：ｍＡ）

※この設定は、上記入力レンジ
範囲の選択より優先します。

  入力レンジ最高（単位：Ｖ） 基本レンジコードに ご注文時に ５
 ” （単位：ｍＶ） より異なります。 指定された値
 ” （単位：ｍＡ）

※この設定は、上記入力レンジ
範囲の選択より優先します。

 サンプリング時間 ２０６、８６、７２、 ２０６ﾐﾘ秒 ５
４６、４０、２６、
１４、１０、８ﾐﾘ秒

 スケール下限値 －３０００～ ０ ６
３００００

 スケール上限値 －３０００～ １００００ ６
３００００

 小数点位置 ０００００～ 小数点無し ６
０.００００

 表示速度 ０.１～２５.５秒 ０.１秒 ６

 最下位表示０固定 ＯＮ／ＯＦＦ ＯＦＦ ６

 ホールド種別 ノーマル、 ノーマル ６
サンプリング、
ピーク、ボトム、
ピークtoピーク、
０リセット

 ヒステリシス ０～９９９カウント ０カウント ８

 比較出力ＯＮディレイ ０～２.５５秒 ０秒 ８

 比較出力ＯＦＦディレイ ０～２.５５秒 ０秒 ８

 模擬出力（単位：Ｖ） 出力範囲により異なり －－－－－－ －－－－－－ ８
 ” （単位：ｍＶ） ます
 ” （単位：ｍＡ）

 通信ボーレート １２００、２４００、 ９６００bpS ９
４８００、９６００bps

 通信サムチェック ＯＮ／ＯＦＦ ＯＦＦ ９



20

付録 セットアップパラメータ一覧（２）

記 号 内 容 設 定 範 囲 工場出荷時値 お客様設定値 解説ﾍﾟｰｼﾞ
 電源ＯＮディレイ ０～２５.５秒 ０秒 ９

 基本レンジコード区分 設定不可 ご注文時に －－－－－－ ９
指定された値

  出力範囲（単位：Ｖ） 設定不可 ご注文時に －－－－－－ ９
 ” （単位：ｍＶ） 指定された値
 ” （単位：ｍＡ）

 リニアライズデータ初期化 －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ ９

 出力ＺＥＲＯ調整（＋） －２０００～２０００ －－－－－－ １０
 ” （－）

 出力ＳＰＡＮ調整（＋） －２０００～２０００ －－－－－－ １０
 ” （－）

 平均カウント １～９９９９回 １回 １０

 比較値判定で平均値を使用 ＯＮ／ＯＦＦ ＯＮ １０

 出力処理は平均値を使用 ＯＮ／ＯＦＦ ＯＮ １０

 通信データは平均値を使用 ＯＮ／ＯＦＦ ＯＮ １０

 ＲＳ－２３２Ｃテスト －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ １１

 Ａ／Ｄテスト －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ １１

 パネルＳＷテスト －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ １１

 ピーク値表示 －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ １２

 ボトム値表示 －－－－－－－－－－ －－－－－－ －－－－－－ １２

 比較バンクＮｏ １～８ １ １２

 比較上上限値 －３００００～ ８０００ １３～
３００００



  比較上限値 －３００００～ ６０００ １３～

３００００
 

  比較下限値 －３００００～ ４０００ １３～

３００００
 

 比較下下限値 －３００００～ ２０００ １３～

３００００




※このカタログの内容は性能改善のため予告なしに、一部変更することがありますので御了承下さい。

 渡辺電機工業株式会社

本社・工場 〒150-0001 東京都渋谷区神宮前６丁目１６番１９号
TEL 03(3400)6141(代) FAX 03(3409)3156
ﾎ－ﾑﾍﾟ－ｼﾞ http://www.watanabe－electric.co.jp
（ＪＲ原宿駅下車／地下鉄千代田線明治神宮前下車）




